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1と い う柄谷行人の指摘 どお り、議論を除路に
入 り込ませないために、ここで前提 となるべき (悲劇 とは何か〉のデファインは保留 しておき、
以下の視点の紹介から論を展開したい。
この物語が初めて紹介 された とき、幼稚園児が最後まで引き付けられて しいん としなが ら話
を聞いた とい う報告が幾つかあったことを記憶 している。そのことは、小 さな子供にも、物
語に必然性があれば、悲劇に耐えられる精神の強 さがあることを証明 している。 よく、悲劇
に耐えられ る弾力のある精神 を持つ限 り、その人間の心は健康だ と言 う。類型的なお涙頂戴
式な悲劇ではなく、人間の真実に立脚 した悲劇 を鑑賞 させ ることは、子供の精神 を健康に保
ち、逃避的、退廃的、妥協的な生活態度に堕落す ることを力強 く防いでくれる。良質の悲劇
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って編纂された光村版の国語教科書では、 上年下 「ともだち」に 「ずうっと、ずっと、大すきだ
よ」 (ハ ンス=ウイルヘルム作・絵 久山太市訳)が採 り上げられている。『 /1ヽ学校国語学習指導
書 1下 「ともだち」』 (2005年 2月 )では「3 主題にかかわる指導」および 「4 構成」として
以下のように解説している。
子犬の ときか ら、ぼくたちといっ しょに大きくなってきた大好 きなエル フ。そのエルフが、
ぼくより早 く大きくなって年をとって死んだ。その悲 しみの中でも 「エルフ、ず うっと、大
すきだよ。」って言つてやつたことで悲 しみがやわ らいだ。これか らも、ほかの動物を飼 って
も、「ず うつと、ずっと、大すきだよ」と言ってやろ う。/そ う心に決める優 しさが、この作
品の主題 となっている。 (「 3 主題 にかかわる指導」)
この物語は、主人公 「ぼ く」が愛犬 「エル フ」をいかに愛 していたかが、回想の形をとって
展開されている。 (略〉この うち、エルフが年をとっていき、やがて死んで しま うとい う第二
の部分が、この物語のクライマ ックスである。年 をとったエル フに「ず うつと、大すきだよ。」
とい う言葉 をいつもささや く「ぼく」。主人公がエルフをいかに愛 していたかが分かる。また、
このことが、死 とい う悲 しみの中にも気持 ちの救い となっている。 (「 4 構成」)
以上の引用か ら窺えることは、「ず うっと、ずっと、大すきだよ」を、単なる悲劇教材 としてでは
なく、悲 しみの融和 としての (愛情の表現)を 中心 としていることである。 これは『 3下  あお
ぞ ら』で扱われ る、「教科書で最初に出会 う戦時下状況の文学」
4で
ぁる「ちいちゃんのかげお くり」
(あ まん きみこ)も 、寧 ろ 「平和の大切 さ、命の尊 さを感 じ取つてほ しい」5と ぃ ぅ意図か らの
採択であって、悲rll教材 とい う意味は第一義には置かれていない。
以上か ら、先に引用 した神宮輝男氏の悲劇教材観、すなわち 「小 さな子供にも、物語に必然性
があれば、悲rllに 耐えられ る精神の強 さがある」 ことが、小学校国語科における悲劇教材採択の
重要な意義 とい うことになるだろ う。
ところが今 日、神宮氏の 「悲劇 に耐えられる精神の強 さ」の問題は、別の意味で最重要課題 と










うようにすること。 (「幼稚園教育要領」「第 3章 指導計画及び教育課程に係る教育時間の終
了後等に行 う教育活動などの留意事項」「第 1 指導計画の作成に当たつての留意事項」「1
-般的な留意事項」より)
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(5)幼稚園教育 と小学校教育 との円滑な接続のため、幼児 と児童の交流の機会を設けた り、小学
校の教師 との意見交換や合同の研究の機会を設 けた りす るな ど、連携 を図るよ うにすること。
(同 「2 特に留意す る事項」 より)
(12)学校がその 目的を達成す るため、地域や学校の実態等に応 じ、家庭や地域の人々の協力を
得るなど家庭や地域社会 との連携 を深めること。また、小学校間、幼稚園や保育所、中学校及
び特別支援学校などとの間の連携や交流を図るとともに、障害のある幼児児童生徒 との交流及
び共同学習や高齢者な どとの交流の機会を設けること。 (「 小学校学習指導要領」「第 1章 総
貝J」 「第 4 指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項 2」 より)
(6)低 学年においては、生活科な どとの関連を積極的に図 り、指導の効果を高めるようにす るこ
と。特に第 1学年においては、幼稚園教育における言葉に関す る内容などとの関連を考慮す る
こと。 (「第 2章 各教科」「第 1節  国語」「第 3 指導計画の作成 と内容の取扱い」より)
(4)低 学年においては、生活科などとの関連を積極的に図 り、指導の効果を高めるようにす るこ
と。特に第 1学年においては、幼稚園教育における表現に関す る内容などとの関連を考慮す る
こと。 (同 「第 6節 音楽」「第 3 指導計画の作成 と内容の取扱い 1」 より)
(5)低 学年においては、生活科などとの関連を積極的に図 り、指導の効果を高めるようにするこ
と。特に第 1学年においては、幼稚園教育における表現に関す る内容などとの関連を考慮する
こと。 (同 「第 7節 図画工作」「第 3 指導計画の作成 と内容の取扱い 1」 より)
特に教科 「国語」に関 しては、幼稚園での領域 「言葉」 とのつなが りについて、従来か ら指摘 さ
れていた事柄ではあったが、今回「(7)低学年においては、生活科などとの関連を図 り、指導の効
果を高めるようにす ること」(「第 3 指導計画の作成 と各学年にわたる内容の取扱い」より)と 、
「生活科」 との関連付けが指摘 された旧要領か らさらに展開 し、幼稚園での領域 「言葉」 との関
わ りが規定 された。つま り乳幼児が言葉の獲得のために有効 とされ る、素話のほか絵本や紙芝居、
人形劇 といった視聴覚教材 を、保育者が どう選定するかの問題 と連続 しているのである。
乳幼児期がその後の人格形成において とても重要であることは言を侯たないが、保護者や保育
者によって提供 された物語や童話が、こどもたちの中で どのよ うな形で心に残ってい くのか、頗
る興味深い。力日えて子 どもたちが、その後の人格形成において心に残 り続ける文学 とは、 どのよ
うなものであろ うか。た とえば北杜夫が トーマス・マンの 「トニオ 0ク レーゲル」 と出会い、ま
た遠藤周作がモー リヤックの 「テ レーズ・デスケイル ゥ」 と出会ったように、現代のこどもたち
にも、いつの 日か一生愛 し続ける文学作品 と出会 うことを願つて已まない。




大学 (以 下 「本学」と記す)の開講科 目の内、筆者が担当した2005年度の 「児童文学研究」 (10
月12日 実施、 1年次生対象の専門科 目、以下これを便宜上 「A」 と呼ぶ)2008年度の 「日本語文
章表現法Ⅱ」 (10月 17日 実施、同じく1年次生対象の共通教育科 目、以下これを「B」 と呼ぶ)の
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受講生 を対象 に、以下のア ンケー トを試 みた。 2006年度 にてカ リキュラム改編 によ り 「児童文学
研究」が閉講 となったため、 A・ Bで実施授業科 目が異 なってい る。
あなたが初めて話 してもらつた物語は何ですか (あ なたの記憶で最 も古い文学体験は)?
それは何歳で したか ?
あなたが初めて 自分で読んだ本は何ですか つ
それは何歳で したか ?(以上 A、 B共通 )
あなたがこれまでに最 も印象深 く覚えている文学作品の名称を書いて下さい。
それを読んだ時は何歳で したか ?(Aの み )
あなたが最近読んだ本の題名 を書いて下 さい。
それを読んだのは何歳で したか ?
あなたの文学体験や文学に関する思い出を何でも書いて下 さい。 (以上 A、 B共通 )
アンケー ト回答の形式はAが出席調査を兼ねたため記名式 とし、 Bは 3年後のデータを編集す る
意図で実施 したため無記名 とした。時間割の編成上、Aは人文・心理臨床の両学科生が受講 (4
年次生以上は人文学科のみ)Bは 人文学科のみの受講 となった。アンケー ト回答者の内訳および































年齢はいずれ も概ね 1～ 4歳で、少数例 としてAでは 「桃太郎」 (5歳 )「浦島太郎」 (同 )「 ジャ
ックと豆の木」 (同 )、 「マ ッチ売 りの少女」 (6歳 )「 きつね とぶ どう」 (同 )「 ごんぎつね」 (7
歳 )、 「100万 回生きた猫」 (8歳 )が あった。 Bでは 「桃太郎」 (5歳 )「 ぐりとぐら」 (5歳 )「 グ









年齢はいずれ も4～ 7歳 で、例外的に 「絵のない絵本」 (2歳 )、 「イ ソップ物語」 (3歳 )、 「長靴
をはいた猫」 (同 )「 3匹のや ぎのが らが らどん」 (同 )、 「ごんぎつね」 (8歳 )、 「100万 回生きた
ねこ」 (同 )、 「桃太郎」 (9歳 )、 「ナルニア国物語」 (10歳 )、 「こまった さん」 (同 )、 「注文の多い
料理店」 (12歳 )な どがあった。











年齢は14～ 18歳が多 く、例外的に 「いもうとのにゅういん」 (3歳 )、 「ブ レーメンの音楽隊」 (5
歳 )、 「きつね とぶ どう」 (6歳 )、 「ピノキオ」 (同 )、 「ぐりとぐら」 (7歳 )、 「100万 回生きたね
こ」 (8歳 )「 ごんぎつね」 (同 )、 「100万 回生きたね こ」 (lo歳 )、 「Itと 呼ばれた子」 (同 )、 「ハ ッ
ピーバースデー」 (19歳 )、 「きみな らできる」 (20歳)が あった。
全体的に回答がばらついたが、「回答な し」が40%(27名 )に及んだ。回答 された例 と考え合わ
せても、これは学生たちが過去に自身の実存を揺 り動かす ような作品 と出会っていないことを示
していると考えられ る。ところで 2回 に亘る調査で「100万 回生きたねこ」 (佐野洋子作・絵  1977
年 10月 講談社)を読んだ年齢の幅が広いことがわかった。「絵本ナ ビ」7で は対象年齢 を 「6～ 7
歳から」 とのみ記 しているが、これについては後述す る。
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年齢は一部に15歳以下や20歳以上 も見 られたが殆 どが15～ 19歳 であった。但 しここでも 「回答な
し」が38%(26名 )見 られた。 1～ 4の項 目すべてに 「きつね とぶ どう」 (6歳 )を書いた受講生
も見 られた。最近の学生の活字離れが如実に表れた結果 となって しまった。
ところで 「質問 4」 はBの学生にもアンケー トを実施 したが、受講生の半数近 くに及ぶ 「こど
も専攻」の学生が、夏期休暇中の課題 となった 「窓際の トッ トちゃん」や、後期の演習にて採 り
上げた絵本や紙芝居の材料 となる童話等を挙げていたため、統計化 しなかった。
最後に、「質問 5」 で書かれたものをすべて挙げてお く。
基本的に本を読むのは好きなので今でも自分で買つてよく読む。小 さい頃親に読んでもら
った記憶がない。 (A人文 F)
(質問 4の 回答 「海の匂い」19歳 は)純愛系で した。 (同 )
8才の時ある本の終わ り方が納得いかなかったので 自分で続 きを書いて何かの章をもらっ
た。 (質問 4に 「ロミオ とジュ リエ ッ ト」15歳、質問 5に「カルメン」21歳 を書いたA人文M)
シェイクスピア四大悲劇が面 白かった。「平家物語」は10年 ほど読み続けている。 (A人文
M)
「桃太郎」や 「金太郎」な どの本を小 さい頃読んでもらうのが好きだった。 (質問 3に 「羅
生門」15歳、質問 4に 「雪国」18歳 と書いたA人文 F)
「伊豆の踊子」、「′い」、「たけくらべ」、「吾輩は猫である」 (質問 3に 「舞姫」17歳、質問 4
に 「世界の中心で愛を叫ぶ17歳 と書いたA人文 F」
「坊つちゃん」、「注文の多い料理店」 (質 問 3に 「′卜」17歳 、質問 4に 「今会いに行きます」
18歳 と書いたA人文 F)
「ジャックと豆の木」は僕が大好きな本だ。小 さい時、豆の本が大きくなつている絵を見
て とても楽 しい気分になった。 (質問 1で 「ジャックと豆の木」 と書いたA人文M)
高校に入学 してから小説を読むのにハマった。 (恋愛 もの)(質問 3で 「こん とあき」 6歳
と書いたA人文 F)
中学・高校いずれ も図書室の本をすべて読 もうとして無理だつた。 (質問 3で 「空の中」16
歳、質問 4で 「ボーイ・ ミーツ・ガール」18歳 と書いたA人文M)
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小 さい頃か ら絵本は大好きで、シ リーズの絵本を何冊 も集めていた。何度 も何度 も読み返
し、また読んでもらっていた。「姫」が出て くる物語は特に好きで、「か ぐや姫」か ら「人魚
姫」、「シンデ レラ」…。と持ってお り、ばろぼろになるまで読んだ。 (質 問 2で 「か ぐや姫」4
歳 と書いたA人文 F)
小 さい時のことは殆 ど憶えてないが、保育園の時劇 を した物語は少 しは記憶にある。本を
いくつか持っていた。 (質 問 3で 「ピーターパン」 5歳、質問 4で 「Itと 呼ばれた子」を書い
たA人文 F)
壮大なスケールの物語が好きでファンタジーものを見つけては読んでいた。今でもそ うい
った話は好きだが、昔感動 した物語が最近次々と映画化 され、 自分だけの発見でなくなって
いくのが少 し淋 しい。 (質 問 2で 「ナルニア」10歳、質問 4で「沈黙」19歳 と書いたA人文 F)
父が本を読むのがとても好 きで、幼い時はよくお話をして くれた。 (A人文 F)
幼い時に絵本をたくさんみた気がするが、ハ ッキ リと憶えていない。あおむ しがチ ョウチ
ョになった本が面白かった。 (質 問 1お よび 2で 「は らぺこあおむ し」「100万 回生きたねこ」
8歳 と書いたA人文 F)
「ハ リーポッター」で本嫌いの私が好きになれた。「蜘蛛の糸」などか ら人 としての多 くを
学んだ。 (質問 3で 「ハ リーポ ッター」15歳 と書いたA人文 F)
最近絵本を何冊か読んだ。懐か しい本 もた くさんあ り、絵本 とい うものは大人が読んでも
面白いものだ と思った。 (質 問 5で 「星の王子様」18歳 と書いたA人文 F)
まず、月に 1回幼稚園で配 られた絵本か らは じま り、小・中学生時代は動物記を読んでい
た。高校か らは文庫の小説 を読み始め、今に至る。小説は想像の世界なので読みやす くつい
時間を忘れて夜中まで……なんてこともしば しば。 (A心理臨床 F)
「走れメロス」、「さよな らさんか く」、「スイ ミー」、「手袋を買いに」 (A人文M)
劇 をした。 (Bキ ャリアイング リッシュF)
ない (Bキ ャリアイングリッシュF)
小学校 4年生の時になん とな しに手に取つた 「ジャングルブ ック」が面 白くて何度 も読み
直 した。文章なのに木々や動物の色づかいが頭の中ではっき りと浮かんだ。以来、よく本を
読むよ うになった。 (Bキ ャ リアイングリッシュF)






んだ、ロアル ド・ダールさんの 「マチルダは小さな大天才」というのは、 1番心に残ってい
る作品である。その作品を読んだあと、はまって、ロアル ド・ダールさんの作品ばかり読ん
でいた。 (Bキ ャリアイングリッシュF)
幼い頃、毎晩母が本を読み聞かせてくれた。 (質 問 5で「西の魔女が死んだ」19歳 を書いた
Bキ ャリアイングリッシュF)
父から本を読むと字を覚えるときいて小学校や中学校では文庫本をそれなりに読んでいた。
(質問 5で 「余命 1年の花嫁」19歳 を書いたBキ ャリアイングリッシュF)
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小中学の時、本が好きで図書館に良く行っていた記憶が多い。何を読んだかは忘れたが有
名な書物 (若者向け)は読んでいた気がす る。 (質 問 5で 「IWGP」 19歳 を書いた Bキ ャリ
アイング リッシュM)
小学校 3年の頃か ら、少年誌 を読み始めた。中学 2年の頃、友人の薦めで小説を読み始め、
自ら読み始めるようになった。 (質問 5で「今殺 りに行 きます」18歳 を書いたBキ ャ リアイン
グリッシュM)
私が初めて買つた文庫本は村上龍の 「悪魔のバス 天使のゴール」だ。 この小説を読んで
私は、本を読むだけでなく、書いてみたい と強 く思 うようになった。 この小説はサ ッカーの
試合を約100ペ ージにもわたつて書かれて、その一つの表現に感動 したか らだ。今私は小説を
書いているが、 自分の頭の中で考えていることを文にするのはとても難 しい と感 じている。
いつか完成す ることができればいいなと思いなが ら執筆活動を続けている。 (質 問 5で「限 り
なく透明に近いブルー」19歳 を書いた Bキ ャリアイングリッシュM)
あま り本を読まなかったです。 (Bキ ャリアイング リッシュM)
幼い頃は本を読んで一人でいた。遊んだ りは しなかった。 (質問 5で 「マンガ本」と書いた
Bキ ャリアイングリッシュM)
あま り本を読んだ記憶があ りません。 (質問 2で 「戦隊ものの絵本」 5歳、質問 5で 「夜の
ピクニ ック」18歳 と書いた Bキ ャリアイングリッシュM)
楽 しかった。物語の先がわか らなかったので、最初の時は集 中していた。 (質 問 5で 「パ ラ
レル ワール ド・ラブス トー リー」18歳 と書いた Bキ ャ リアイングリッシュM)
最近読み返 した本の うち、「星の王子様」は小 さい頃に読んだ時 とは別に、何か感 じるもの
があった。 (質問 5で 「星の王子様」18歳 と書いた Bこ どもF)
小学生の とき、「とな りの トトロ」が好きでよく本を読んでいた。「か らすのパ ンや さん」
のパ ンがた くさんかいてあるページが好 きで、そのページばか りみていた。 (Bこ どもF)
授業での紙芝居に使用。 (質問 5で 「ねないこだれだ」18歳 を書いた Bこ どもF)
夜寝 る前に何かお話をしてもらわない と寝 られなかった覚えがあ ります。 (Bこ どもF)
最近、絵本の読み聞かせをす る機会があ り、古い本を引っぱ り出 して読みま した。 (Bこ ど
もF)
いつ も夜、寝 る前にお母 さんが絵本を読んで くれたのを覚えています。読書感想文や朗読
コンクールな ど、そんな機会の時は本を読んでいま した。後は、小説などは好んで読んでい




夜寝 る前に母に毎 日絵本を読んでもらっていたこと。 (Bこ どもF)
小学 4年のときにハ ッピーバースデー とい う本を読んで心理士 とい う職業に興味をもつた。
(Bこ どもF)
自分の知 らない世界を知った り、想像力が豊かになつたぶん、よく物語の世界を現実世界
をごっちゃに していた。あと、絵本を暗記 して一人芝居をして遊んでいた。 (3～ 5歳の頃 )
(Bこ どもF)
小学校の とき宿題で教科書の音読がよくあってそれが嫌いだった。 (Bこ どもF)
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以上、引用が長きに亘つたが、現代の学生の読書経歴や活字に親 しんでいる度合いが推 し量 ら
れ る資料 として紹介 してお く。









悲劇 とは、一定の大きさをそなえ完結 した高貴な行為、の再現 (ミ ーメーシス)であり、快
い効果をあたえる言葉を使用 し、しかも作品の部分部分によつてそれぞれの媒体を別々に用
い、叙述によつてではなく、行為する人物たちによつておこなわれ、あわれみ (eleOs)と お




上は悲劇 とカタルシス との関係について指摘 された古典的な悲劇論であるが、人はなぜ悲劇 によ
つて癒 されるのか とい う疑念に対 して、明確に答えられている文献が少ない中、次の指摘は示唆
に富む。
なぜ、見ていて悲 しくつ らい悲劇が求められ るのか。それは、 自分の悲 しみや苦悩が浄化
(カ タルシス)できるか ら、 と言えそ うです。人々の悲 しみが、物語 (悲劇)と して描かれ
た。そ してそれに共感 し、こころが浄化 される人 もいた。そ うやつて悲劇は語 り続かれてき
たのだ と思います。/おそ らく悲 しみや苦悩が深い人ほど、カタルシスを求めているのでは
ないで しょうか。悲 しみが共有 され ることで癒 され るとい うことは、きつとそれは自分だけ
の悲 しみではない と思わせて くれ るか らです。/自 分の悲 しみを見つめ、 しっか りと自覚 し
た り吐露することで、は じめて癒 し (カ タルシス)に繋がるのだ とした ら、無理に明るく振
舞っても、根本的な解決にはならない とい うことですね。ネガティブなものを封 じ込めよう
とせずに、 自覚 した り誰かに聞いてもらうことが、時には必要なのだ と思います。
・                                     (http://Wwwo alived.com/blue/site/catharsiso html)
自身の読書歴 を顧みると、所謂ハ ッピーエン ドでない童話や小説、すなわち結末が腑に落ちない
ような物語の方が、結果的に記憶に残っていくものである。それは幼少時の文学体験であっても
同 じであつて、それが悲劇教材の意義であると言えるかもしれない。アンデルセンやグリムが遺
した童話でも、悲劇的、あるいは残酷な結末に終わるものが意外 と多いことが解 る。本稿 冒頭に
154 金 戸 清 高
引用 した、(優れた文学は悲劇である。悲劇は人を真面 目にするか らである)と い う漱石の悲劇論
は未だ色あせないが、これまで述べてきた悲劇観に沿つて換言すれば、悲劇はその主題の不条理
性によって、読者や観客を成長 させ る、 と言 うことが出来るだろ う。実は、こうした (不条理に
耐え抜 く力〉 こそが、幼児期に培われ るべき 「生きる力の基礎」なのではないか。
昔には考えられなかったような悪いことを して、それがなぜ悪いかわか らないとか、まっ
た く反省のない子供って、いるで しょ。ああい うのは皆、親だの、祖父母だのか らお伽噺を
してもらう機会がなかったん じゃないかなあ。ぼくにはおばあちゃんがいたか ら、 しょっち
ゅう布団の中へ もぐりこんでいってお伽噺をねだったもんです。おばあちゃん中風で寝たき
りだったか ら、いつでももぐりこんでいけて具合がよかったの (笑 )。 /ぼくの子供 も、ぼく
が寝ていると布団にもぐりこんできて 「パパお話 しして」 とい うのが毎朝、毎晩で したよ。
こうい う時は面倒でも、 してや らなきゃいかん と思ってね。 自分の幼時体験 もあるか ら、昔
話 とか寓話 とか、知っている限 りの話は してや りま したよ。子供はほら、何度でも同 じ話を
せがむで しょう。あれがいいんですね。 もう、無意識の底にへば りついて忘れない。子供の




うで しょう。ただまあ、困つた友達に限つて、嫌 えば嫌 うほどす り寄ってきた りもするけど
(笑 )。 日本人はす ぐ極端に走るか ら、こうい うバ ランス感覚 も大事だ と思 うなあ。聖書にも
あるけど、 自分を省みないで皆で魔女狩 りみたいに人を攻撃す るのはよくないよあれは。 日
本では皆 と一緒にや らない と自分まで悪 く言われ るか らで しょうね。/過激な寓話 もあ りま
す よね。ちょっと悪いことしただけなのに、死ぬほど残酷な 目にあわ された りする。殺 され
た りね。 こうい うのが無意識に残 るんです。最近は父親の力が弱 くて、エディプス 0コ ンプ
レックスが確立 されないか ら、それ くらいでちょうどいいのかもしれんね (笑 )。 いわゆる残
酷童話とい うのも、不条理感覚を養 う上でいいんでしょうね。そ りゃ社会へ出りゃ不条理な
こといっぱいあるもの。いちいちキレてたら間にあわない (笑 )。 /大人が意味を解説 してや
るのもいいです よね。ア リとキ リギ リスの話だって、四季の移 り変わ りじゃなく、若い時 と
老年になってか らのことだ と、ちゃんと教えてや らない といけない。ぼくなんかそれで、若
い ときほん と真面 目に働いてほとん ど遊んでないもんね。損 したなぁ (笑 )。 /幼時体験は無
意識的な行動にまで残 りますか らね。そ りゃもう、 どうにもならない。だから「あいつを一
緒にい じめよう」なんて誘われても、や らない と自分がい じめられ るん じゃないかなんて考
える前に、「いやだ」とい う答えがぱっと出る。別にい じわる爺 さんが どんなひ どい 目にあつ
たか思い出 した りしなくてもね。/祖父母が家庭にいなくなって、インテ リ家庭になるほど
お伽噺なんて しないか ら、そ うい う子供が大人になって悪いことす るん じゃないの。偉い と
言われている人、たとえば組織の上層部の人 とかね。 さし出されたその金を、これが受け取
っていい金か どうか咄嵯の判断ができなかった り、これを受け取 らない と仲間はずれになる
とか出世できない とか考えた りね。皆がやっているとか。本来は無意識的に、たちどころに
「ノー」が出なきゃいけない。大人になってか らの倫理道徳の教育はほとん ど役に立ちませ
んか らね。 よっぽどひ どい 目にあわない限 り。たいていは反論 した り自己弁護 した り、野暮
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なこと言 うなで笑いとばした りね (笑 )。 /そ の点子供だと、無垢な子供心に浸みこんでいつ
までも残ってます。たとえ友達に誘われてちょつと悪いことをしてしまっても、そのための
後悔というのはほかの子より激 しいから、それからは絶対に悪いことしなくなつたりするも
の。あっ。これも自分のことかもしれませんが (笑 )。 /幼い子供に、お兄ちやんやお姉ちゃ
んでもいいからお伽噺をしてやつてほしいよなあ。テレビでも昔話やつてるけど、あれはど
ちらかといえば芸術性の高さをめざしていて、子供にとっては肉親 とのスキンシップがない
分、ちょつと淋 しいからねえ。 (筒 井康隆 トークエッセー「少年のための残酷童話―読み聞か
せが良識養 う一」2000年 5月 7日 『朝 日新聞』)
これも引用が長きに亘ったが、所謂不条理性が人間を豊かに育てる一例として、筒井氏の指摘
は示唆的である。 1980年 11月 29日 、神奈川県川崎市にある東急田園都市線宮前平駅周辺のベッド
タウンに住む20歳 の予備校生の男が、両親を金属バ ットで殴 り殺すという、所謂 「神奈川金属バ
ット両親殺害事件」以来、 (キ レる〉子の問題が顕在化 した。近年はこれを 「情動」 (「怒 り 0喜









柄谷行人「マクベス論」(『意味という病』1979年 10月 河出書房新社 所収)。
『小学校国語学習指導書 2下 赤とんぼ』 (1992年 月光村図書)所収。ちなみに当該年度における光村図書版の
「スーホの白い馬」は 2年生下の最後となる単元七 「紙人形げきをしよう」で扱われることになっているが、
現行 「学習指導要領」 (1998年 告示、2002年施行分)で は単元六 「お話を楽しもう」で採 り上げられている。神
宮氏の 「作品に寄せて」は新版 (2005年 2月 発行)の指導書にも掲載されている。
紀要『 VISIO』 第36号 (2007年 7月 九州ルーテル学院大学)に掲載。
『小学校国語学習指導書 3卜
^あ
おぞら)』 (2005年 2月 光村図書)
「3 主題について」 (「 4」 と同 )
「キレる子どt)、 科学的解明へ 文科省が検討会」 (2005。 01。 12)に て 「突然キレて暴力をふるうなど、感情
をコン トロールできない子どもが増えていることを受け、文部科学省は、子 どt)の情動を科学的に分析する検
討会 (座 長・有馬朗人元東大学長)を 作 り、 十一 日初会合を開いた。/一 時的に怒 りなどを引き起 こす心の動
き 「情動」を解き明か し、学校現場に還元するのが狙い。/検討会は児童精神医学や脳科学、心理学などの専
門家で構成。現時点で何がどこまで分かっているのか、各分野の研究成果を報告 し合い、分野を超えた連携 を
目指す。/初会合では 「情動は心が起 こす現象 と考えられてきたが、脳 と関係 していることが科学的に分かっ
てきた」「幼少期に虐待を受けた子 どもは強い攻撃性を示す ことが多い」などの意見があつた」 (「 熊本 田日新聞
記事情報/G一 Search」 より)
http://www. ehOnnavi. net/ehonoo. asp?1l o=94
「絵本」「フリー百科事典『 ウィキベデ ィア (Wikipedia)』 」
(http://ja. Ⅵrikipcdiao org/wiki/%E7%B5%135%E6%9C96A(1)
情動の科学的解明 と教育等への応用に関する検討会による 「報告書」(2005年 10月 )
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